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	ユーザビリティにおける日米ユーザーの思考や意識の違い

	これまで日本のユーザーに対してユーザビリティテストを行っていたが、海外市場のユーザーに受け入れられる製品作りを目指したモニタテストのグローバル展開を行っていく必要があった



	日本と海外のユーザーのユーザビリティにおける考え方や意識の差異の抽出



	従来、主に日本のユーザーに対してユーザビリティテストを行っていたが、

日米ユーザーに対して、同等のテストを行うことで、両国のユーザーの

ユーザビリティにおける考え方や意識の差異を比較抽出した。

	· 日米ユーザーのユーザビリティにおける考え方の差異を抽出できた。

· 日米のユーザーの生活環境と生活経験の違いと関連付けて差異の解釈ができた。



	· 家庭用ＰＣ周辺機器、米国他社競合機



	
· 設置作業のユーザビリティの問題点確認とそのときのモニターの思考

· 日米共通のモニタテストタスク設定

	· 今後、社内へ情報出しを行い、製品の企画や設計評価に反映させる



	· 海外でユーザビリティテストを行う必要性、通訳を介したテスト実施の実施の難しさを認識できた。

· 今回取り出した日本と海外のユーザーのユーザビリティにおける差異の検証、
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